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高等学校学習指導要領解説 

数学 統計関係部分抜粋 

 

第１部 数学 

第２章 各科目 

第１節 数学Ⅰ 

３ 内容と内容の取扱い 

（4）データの分析 

(4) データの分析 

統計の基本的な考えを理解するとともに，それを用いてデータを整理・分析し傾 

向を把握できるようにする。 

ア データの散らばり 

四分位偏差，分散及び標準偏差などの意味について理解し，それらを用いてデ 

ータの傾向を把握し，説明すること。 

イ データの相関 

散布図や相関係数の意味を理解し，それらを用いて二つのデータの相関を把握 

し説明すること。 

中学校では，コンピュータを用いるなどして，ヒストグラムや代表値などにより資料の

傾向をとらえることや，資料を整理して活用すること及び標本調査などを扱っている。 

ここでは，統計の用語の意味やその扱いについて理解させるとともに，例えば表計算用

のソフトウェアや電卓も適宜用いるなどして，目的に応じデータを収集・整理し，四分位

数，四分位範囲，四分位偏差，分散，標準偏差，散布図及び相関係数などに着目させ，デ

ータの傾向を的確に把握することができるようにする。 

なお，様々な事象から見いだされる確率や統計に関するデータを，中学校では「資料」

と表していたが，高等学校では生活の中で活用することや統計学とのつながりを一層重視

し，一般的に用いられる「データ」という用語を用いることとした。また，従前の「相関

図」も，今回の改訂で「散布図」に改めることにした。 

指導に当たっては，生徒が意欲をもって学習を進めることができるように，テーマを適

切に選び，具体的な事象に基づいた扱いをすることが大切である。また，Σは「数学Ｂ」

で扱うことに留意する。 

 

ア データの散らばり 

ここでは，中学校での学習を更に発展させて，四分位数，四分位範囲，四分位偏差，分

散及び標準偏差などの用語を知り，意味を理解させるとともに，それらを利用してデータ

の傾向を的確にとらえ説明できるようにする。なお，四分位範囲とは第３四分位数から第

１四分位数を引いた値であり，四分位偏差とは四分位範囲を２で割った値である。 

指導に当たっては，これらの用語を具体的な事象と関連付けて扱うことが大切である。

例えば，充電式機器の使用可能時間について，平均値や分散，標準偏差を求めて，それら

の意味を理解させることが考えられる。また，四分位数に関連して箱ひげ図を扱うことも
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考えられる。箱ひげ図とは，次のように，最小値，第１四分位数，中央値（第２四分位数），

第３四分位数，最大値を箱と線（ひげ）を用いて一つの図で表したものである。箱の長さ

が四分位範囲で，全データの真ん中の半数が入っている区間を表している。またこの図中

に，平均値を記入して中央値との差を考えたり，第１・第３四分位数と中央値との差を考

えたりすることにより，データの散らばり具合が把握しやすくなるので，複数のデータの

分布を比較する場合などに使われる。 

 
 

 

 

 

イ データの相関 

ここでは，散布図及び相関係数の意味を理解させるとともに，それらを利用してデータ

の相関を的確にとらえ説明できるようにする。例えば，あるクラスの生徒について，100

ｍ走と走り幅跳びの計測記録を収集し，散布図に表したり相関係数を求めたりして，これ

らのデータの間の傾向をとらえさせることが考えられる。特に，多くのデータを扱う場合

には，コンピュータなどを積極的に活用するようにする。 
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第５節 数学Ｂ 

３ 内容と内容の取扱い 

(1) 確率分布と統計的な推測 

(1) 確率分布と統計的な推測 

確率変数とその分布，統計的な推測について理解し，それらを不確定な事象の考察に

活用できるようにする。 

ア 確率分布 

(ｱ) 確率変数と確率分布 

確率変数及び確率分布について理解し，確率変数の平均，分散及び標準偏差を用い

て確率分布の特徴をとらえること。 

(ｲ) 二項分布 

二項分布について理解し，それを事象の考察に活用すること。 

イ 正規分布 

正規分布について理解し，二項分布が正規分布で近似できることを知ること。また，

それらを事象の考察に活用すること。 

ウ 統計的な推測 

(ｱ) 母集団と標本 

標本調査の考え方について理解し，標本を用いて母集団の傾向を推測できることを

知ること。 

(ｲ) 統計的な推測の考え 

母平均の統計的な推測について理解し，それを事象の考察に活用すること。 

今回の改訂では，従前の「数学Ｃ」の「確率分布」と「統計処理」を一つにまとめ，こ

こで扱うこととした。 

中学校第３学年では，標本調査の必要性や意味について理解させるとともに，簡単な場

合について標本調査を行い，母集団の傾向をとらえ説明することを扱っている。 

「数学Ⅰ」の「(4) データの分析」では，分散，標準偏差及び相関係数などを扱い，デ

ータの傾向を把握し，説明することを学習している。また，「数学Ⅱ」の「(1) いろいろ

な式」では二項定理を扱い，「数学Ａ」の「(1) 場合の数と確率」では，場合の数，確率

とその基本的な法則，独立な試行の確率及び条件付き確率などを扱っている。 

ここでは，まず，確率変数や確率分布について理解させる。従前の「数学Ａ」の「場合

の数と確率」で扱われた期待値もここで扱い，確率分布としては二項分布と正規分布を扱

う。また，標本調査の考え方及びそれを用いて母集団のもつ傾向を推測する方法について

理解させる。さらに，確率の理論を統計に応用し，統計的な見方や考え方を豊かにし，そ

れらを活用して母平均などを推定できるようにする。 

なお，これらの内容については理論的な扱いに深入りせず，具体的な例や作業を通して

確率分布の考えや統計的な推測の考えを理解させるようにする。例えば，二項分布が正規

分布で近似されることなどの数理的現象については，コンピュータなどを用いて直観的に

理解できるようにすることが考えられる。また，ここでの学習に関して，「数学Ⅱ」及び

「数学Ａ」の該当する内容を履修していない場合には，適宜必要な事項を補足するなどの
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配慮が必要である。 

 

ア 確率分布 

(ｱ) 確率変数と確率分布 

ここでは，確率変数とその分布について理解させる。 

ここで扱う確率変数は，標本空間の各要素に対し一つの実数を対応させる写像のことであ

る。 

例えば，互いに区別できる２枚の硬貨を投げる試行についての標本空間を 

Ｓ＝｛(表，表)，(表，裏)，(裏，表)，(裏，裏)｝ 

とする。この試行において，Ｓのそれぞれの根元事象に対して表の出る枚数を確率変数Ｘ

とすれば，（表，表）のときX ２，（表，裏）のときX １，（裏，表）のときX １，

（裏，裏）のときX 0となり，次のような確率分布表が得られる。 

 

X 0 1 2 計 

確率 
1
4
 

1
2
 

1
4
 1 

 

このような具体例を通して，確率変数とその分布の意味を十分に理解させることが大切

である。また，確率分布の特徴を示す確率変数の平均（期待値），分散及び標準偏差につ

いて理解させ，確率分布の特徴をとらえることができるようにする。なお，それらの計算

に際しては，電卓などの活用を積極的に図るようにする。 

(ｲ) 二項分布 

基本的な離散型確率分布として，二項分布を扱う。 

一つの試行において，ある事象Ｅが起こる確率を ，起こらない確率を とする。すなわ

ち、P E ， 1 ，0 1とする。この試行を独立に 回だけ繰り返したとき，事

象Ｅの起こる回数を確率変数Xとすれば，Xは二項分布 , に従い，Xが値 をとる確率は

次のようになる。 

  P X   nＣk      0,   1,   2， …，  

また，二項分布 , に従う確率変数Xの平均は ，標準偏差は である。 

例えば，１個のさいころを５回投げるとき，１の目の出る回数をX回とすると，確率変

数Xは二項分布 5,  に従い，１の目が 回出る確率はP 5Ｃk   で与えら

れる。指導に当たっては，生徒の実態等に応じて適切な具体例を工夫することが大切であ

る。 

 

イ 正規分布 

統計学において重要な役割を果たす正規分布について，その意味を直観的に理解させる

ようにする。 

変量Xに対応する関数 x 0があって，確率  P X が，区間 , に対応する曲線



5 
 

y x とx軸との間の面積で定められるとき，Xを連続型確率変数，  x を確率密度関数と

いう。 

ここでは，これらについて具体的な事象を基に理解させる。例えば，身長などの計測に

おいては，測定値Xはある範囲のすべての実数値をとると考えられるので，Xは連続型確率

変数である。 

また， 0， ∞ ∞を定数とするとき， 
√

 を確率密度関数とする

連続分布が正規分布であることや，その平均は ，標準偏差は であることを扱う。なお，

正規分布の確率密度関数 
√

 に現れる自然対数の底    については，数学Ⅲ

で扱われることに留意する。 

確率変数Xが正規分布N , に従うとき，Y
X µ

と置くとYは標準正規分布N 0, 1 に従

う。この  Yについては， 0に対する確率  P 0 Y が数表に表されているので，この数

表を用いて確率  P X を求めることができる。なお，確率変数Xに関しては，

P X ，P 2 X 2 ，P 3 X 3 の値について触れるこ

とも大切である。 

次に， の値が大きいとき，二項分布が正規分布で近似できることについて扱う。 

  を自然数，0 1， 1  とする。二項分布   , に従う確率変数Xは離散型で

あり， 

P X   nＣk              0,   1,   2， …，  

である。このとき，  の値が大きくなると  Xの分布が，正規分布N ,    に近づいていく

ことをコンピュータなどを用いて直観的に理解させる。そこで，Z
X µ

と置いて離散型の

確率変数Zを考えると，   の値が十分大きいとき，Zの分布は標準正規分布で近似できる。

これを用いて，例えば，さいころを400回投げたとき，１の目が100回以上出る確率などを

簡単に求めることができる。なお，「二項分布が正規分布で近似できることを知ること」

とは，二項分布で表わされる確率を正規分布を活用して求めることに重点を置くことを表

現したものである。 

 

ウ 統計的な推測 

(ｱ) 母集団と標本 

統計調査には，調査の対象となるものをもれなく調べる全数調査もあるが，全数調査で

は多くの時間，費用及び労力がかかり，実用的でないこともある。そこで，標本を抽出し

て調査し，その結果から全体の性質を推測する標本調査が必要となる。中学校第３学年で

は，標本調査の必要性や意味とともに簡単な場合についての標本調査が扱われている。こ

こでは，中学校における学習を踏まえながら標本調査の考え方について理解を深める。 

なお，「標本を用いて母集団の傾向を推測できることを知ること」とは，乱数表やコン

ピュータなどで作った擬似乱数などを用いて実際に標本を抽出するなどの具体的な活動を
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行い，標本のもつ傾向から母集団のもつ傾向が推測できることの理解に重点を置くことを

表現したものである。 

(ｲ) 統計的な推測の考え 

母平均の推測を扱う。母平均   ，母標準偏差 をもつ母集団から大きさ   の標本

X ,   X ,   …,   X を無作為に抽出するとき，  の値が十分に大きければ標本平均
X X X   X

の値は   に近い。さらに，標本平均と   の差を
√
で割って，Z

X X X   X

√
と置くと，

Zは平均0，標準偏差1の分布に従う。そして，   の値が十分大きければ，Zの分布は標準正

規分布N 0,   1 と近似的に等しい。このことに基づいて母平均の統計的な推測が可能になる。 

例えば，大量に生産された製品の中から無作為に抽出された製品に関するあるデータに

ついて，そのデータの平均値と母標準偏差が与えられているとする。このとき，このデー

タの平均値を用いて信頼度95％で母平均を推測することなどに統計的な推測の考えは活用

できる。 

母平均の信頼区間の意味を生徒に理解させるために，幾つもの標本を抽出し，標本平均

を計算することが考えられる。その際，コンピュータなどを積極的に活用させるようにす

る。このような学習を通して，統計的な推測の意味やよさを理解させ，活用する態度を育

てることが大切である。 


